
卒
業
、
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
山
崎
小
学

校
の
卒
業
生
の
行
動
に
感
動
し
た
場

面
が
、
二
回
あ
り
ま
し
た
。
一
回
目

は
、「
さ
つ
ま
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

で
の
「
中
学
校
対
抗
校
歌
歌
合
戦
」

で
、
山
崎
中
学
校
卒
業
生
チ
ー
ム
が

初
優
勝
を
飾
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
薩
摩
中
学
校
・
宮
之
城
中
学
校

・
山
崎
中
学
校
・
鶴
田
中
学
校
の
卒

業
生
が
校
歌
を
歌
い
合
い
ま
す
。
山

崎
中
学
校
卒
業
生
は
、
人
数
は
少
な

い
の
で
す
が
、
心
を
合
わ
せ
て
、
ホ

ー
ル
に
響
き
渡
る
声
で
歌
っ
て
い
ま

し
た
。
協
力
す
る
姿
が
見
ら
れ
感
動

し
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
宮
之
城
中
学
校
卒
業

式
で
、
「
卒
業
生
代
表
の
こ
と
ば
」

を
卒
業
生
百
六
十
一
人
の
代
表
と
し

て
、
山
崎
小
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る

草
留

虎
太
郎
さ
ん
が
は
き
は
き
と

し
た
声
で
、
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
も

入
れ
な
が
ら
、
壇
上
で
堂
々
と
し
た

姿
で
立
派
に
や
り
遂
げ
た
こ
と
で

す
。

山
崎
中
学
校
卒
業
生
チ
ー
ム
の
よ
う

に
心
を
合
わ
せ
て
協
力
す
る
こ
と
、
草

留
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
の
考
え
を
堂

々
と
相
手
に
聞
こ
え
る
声
で
伝
え
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
生
き

て
い
く
上
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
先
輩
方
が
、
後
輩
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
ま
し
た
。

鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
か
ら

一
月
に
五
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
「
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
」

年

４

６

９

５

の
三
年
間
の

５

県
平
均
と
の

．

．

．

．

和

０

８

４

９

比
較
は
、
表

令

１

１

１

の
と
お
り
で

＋

＋

＋

＋

す
。
三
年
連

年

０

４

５

０

続
県
平
均
を

４

超
え
る
こ
と

．

．

．

．

和

８

１

２

０

が
で
き
ま
し

令

１

１

１

た
。

＋

＋

＋

＋

年
々
、
レ

年

４

８

５

９

ベ
ル
ア
ッ
プ

３

し
て
い
る
よ

．

．

．

．

和

１

８

１

６

う
に
感
じ
ま

令

＋

＋

＋

＋

す
。
特
に
、

語

会

数

科

今
年
は
良
い

国

社

算

理

結
果
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
算
数
の
め
も
り
の
間

隔
が
違
う
二
つ
の
グ
ラ
フ
の
比
較
に
つ

い
て
、
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
校
時
変
更
の
お
知
ら
せ

近
年
教
員
の
過
酷
な
労
働
環
境
が
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
話
題
に
な
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
教
員
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
は
教

員
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
働

き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
山
崎
小
学
校
で
も
次
の
よ
う
に
校

時
を
変
更
し
ま
す
。
次
の
期
間
、
下
校

時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
御
理
解
と

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○

年
度
始
め
の
四
月
第
一
週
（
四
月

九
日
～
四
月
十
二
日
）
全
学
年
給
食

後
下
校
。

予
定
下
校
時
刻
は
、
四
月
九
・
十

・
十
一
日
が
、
午
後
一
時
二
十
五
分

頃
。
四
月
十
二
日
が
午
後
一
時
十
五

分
頃
。

ま
た
、
一
年
生
は
四
月
十
九
日
ま

で
四
時
間
授
業
で
、
昼
休
み
後
下
校

と
な
り
ま
す
。
予
定
下
校
時
刻
は
、

十
五
日
・
十
六
日
が
午
後
二
時
頃
。

十
九
日
が
午
後
一
時
五
十
分
頃
。

な
お
、
全
学
年
家
庭
訪
問
期
間
の

四
月
十
七
・
十
八
・
二
十
五
日
は
午

後
一
時
二
十
五
分
頃
、
二
十
六
日
は

午
後
一
時
十
五
分
頃
の
下
校
と
な
り

ま
す
。

○

土
曜
授
業
が
あ
る
第
二
週
の
水
・

木
・
金
曜
日
を
五
時
間
授
業
と
す
る
。

（
五
・
六
・
七
・
九
・
十
・
十
一
・

十
二
・
一
・
二
・
三
月
）

予
定
下
校
時
刻
は
、
水
・
木
曜
日

が
、
午
後
三
時
十
分
頃
。
金
曜
日
が

午
後
三
時
頃
と
な
り
ま
す
。

校
長

柳
野

竜
生

郷の力芽
学校教育目標 ふるさと山崎の誇りをもち，自ら学び，心豊かでたくましい子を育成する。
校 訓 明るく かしこく たくましく
合 い 言 葉 ふるさと山崎が育む「郷の力芽」たちの健やかな育成

令和５年度山崎小学校 学校便り３月号
http://www2.satsuma-net.jp/yamasakisho/

さと ちから め



 
 
 

 

【４月の行事予定】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 
月 

生活目標 
保健目標 
給食目標 

学校での生活のしかたについて考えよう  
規則正しい生活をしよう 
給食のきまりを守ろう 

４日（木） 安全点検の日 

１８日（木） 
NRT学力検査（社・算） 
全国学力・学習状況調査（6年国・算） 
家庭訪問（久富木区） 

５日（金） 入学式準備（新５・６年登校） 

８日（月） 
いじめ問題を考える日 
始業式 入学式  
あいさつこだま運動（～１１日） 

２０日（土） さつまの日（青少年育成の日） 

２１日（日） さつまの日（家庭の日） 

9日（火） 
学期始め４時間授業（～１２日） 
※下校時刻については表面をご覧くださ
い。 

２２日（月） １年生を迎える会 

２３日（火） 
避難訓練（地震・火災） 
PTA新旧役員引継会 

１０日（水） 身体計測・視力検査・聴力検査 

１２日（金） 知能検査（２・４・６年） 
２５日（木） 

交通安全教室 
家庭訪問（山崎区・山崎上） 

１５日（月） 
いじめ問題を考える週間（～１９日） 
給食指導強調週間（～１９日） 
フッ化物洗口指導（１年） 

２６日（金） 家庭訪問（山崎区・山崎上以外） 

２９日（月） 昭和の日 

１６日（火） 尿検査一次（～１７日） ３０日（火） 町ＰＴＡ連絡協議会及び情報交換会 

１７日（水） 
NRT学力検査（国・理） 
家庭訪問（二渡区） 
第１回ＰＴＡ役員会・監査 

５月１日（水） 学級 PTA・PTA総会 

 

 ３月１日（金）に６年生を送る会を実施

しました。１～５年生まで，心のこもった

出し物を披露してくれました。レクリエー

ションでは，６年生をボーリングのピンに

見立て，１番ピンまでじゃんけんで勝ち進

むことができるかというゲームをしまし

た。５分間で２０人以上の子が１番ピンの

６年生に勝ち，１～５年生の勝利となりま

した。短い時間でしたが，みんなで楽しい

時間を過ごすことができました。 

  ６年生を送る会の後は，北薩広域公園ま

で，お別れ遠足に出かけました。長い道の

りでしたが，みんな元気に歩き切ることが

できました。楽しい思い出の１ページとな

ったようです。 

  

 

 ３月８日（金）校内なわとび大会を実施

しました。子どもたちはそれぞれ立てた目

標達成に向け全力で頑張りました。多くの

子が目標を達成し，さらなる目標ができた

ことと思います。技に挑戦では，ハヤブサ

（二重あや跳び）やツバメ（二重交差跳び），

三重跳びに挑戦する子供たちも見られ，大

変盛り上がりました。温かい御声援ありが

とうございました。  

 

〔さつまっ子読書奨励賞〕

４年 アイミ ザイレルさん  

６年 中山愛琳さん 

〔県児童生徒ゆめ 立体・彫刻展〕 

特 選 ６年 寳満龍信さん 

入 選 ６年 中山陽貴さん  

６年 丸山幸之介さん 

３月７日（木），初 

めて全校での練習を行 

いました。子どもたち 

は，緊張の中にも一つ 

一つの動作や式の流れ 

を確認しながら頑張りました。 

いよいよ，３月２２日（金）は，第７７回

卒業式です。子供たちの晴れの姿を多くの

皆様に見ていただけたらと思います。また，

山崎小学校を巣立ちゆく９名の子どもたち

を，今後とも温かくかく見守っていただき

ますよう，よろしくお願いします。 


